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出典: NASA earth observatory
（http:/ / www.nasa.gov/ vision/ earth/ environment/ arcticice_decline.html）
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持続可能なクルマ社会に向けての課題 
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出典: NASA earth observatory
（http:/ / www.nasa.gov/ vision/ earth/ environment/ arcticice_decline.html）
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日産のビジョン 
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CO2削減は人類に課せられた使命 

  2050年までに新車の排出CO2を90%削減することが必要 
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ゼロ・エミッションは不可欠になる 
ゼロ・エミッション車の投入と、燃料としての電気や水素
をゼロ・エミッションで製造することが必要である。 
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多様なエネルギー源の利用 
 多様なエネルギーで動く電気自動車 
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多様なエネルギー源の利用 
 水素も電気と同じように多様なエネルギーで動く電気自動車 
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水素・電気エネルギーの互換性 

  水素と電気は、燃料電池や電気分解を使って、お互いどちらに
も変換可能なエネルギー 
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インバーター モーター 

高圧水素容器 燃料電池スタック 

リチウムイオン電池 

FCEV の主な部品 
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 FCEVのさらなる低コスト化 

 誰もがお求めやすい価格へ 

 量産規模の確保 

 材料の革新 

水素インフラの構築 

水素ステーションの数とそのロケーション 

 お客様にとって利便性が高いこと 

水素価格と安定供給 

 お客様に経済的なメリットと安心感があること 

高圧水素の安全性の社会的認知 

 標準・基準に則って適切に作られたものを適切に使えば、
ガソリンや、都市ガス、LPGなどと同じように安全に使える 

FCEVの本格普及に向けての課題 
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水素の製造から販売までの流れ 

 都市ガスを用いたオンサイト型と、製油所の水
素を用いるオフサイト型などが想定されている。 

出典：JHFC2 資料 
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水素・燃料電池戦略ロードマップ 
～水素社会の実現に向けた取組の加速～ 平成26 年6 月23 日 水素・燃料電池戦略協議会 
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水素・燃料電池戦略ロードマップ 
～水素社会の実現に向けた取組の加速～ 平成26 年6 月23 日 水素・燃料電池戦略協議会 
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日本の水素の現在の状況 

 FCEV（500万台）分を生産する能力（余力）がある。 
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水素需給ポテンシャル 

 当面は国内供給でFCEVの燃料需要を満たせるが、将来水素発
電が本格化すると、供給を増やす必要がある。 

 将来の水素供給源として、海外供給と並んで、高温ガス炉に
よる水素製造を確保することは重要・有効と思われる。 

出典：水素・燃料電池戦略ロード
マップ（経済産業省資源エネルギー
庁）2014年6月24日  15 
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クリーンな海外供給水素候補の一例 

川崎重工（株） ＨＰより  http://www.khi.co.jp/csr/creation/social.html 

川崎重工（株）のＨＰより引用： 
『現在のコンセプトでは、水素は資源国で褐炭というあまり利用されていない低品位の石炭などから
作り、このとき発生するCO2は資源国の安定した地層に貯留します。 
 また、風力や太陽光などから発電した電気を用いて水を電気分解することでもCO2フリーの水素を
作り出すことができます。 こうしてできたCO2フリーの水素は、水素運搬船で日本のような利用国
に運び、発電や自動車用の燃料として利用することを考えています。』 （赤字化は飯山） 
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クリーンな海外供給水素運搬の一例 

千代田化工建設（株）ＨＰより：http://www.chiyoda-corp.com/technology/spera-hydrogen/ 
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水素価格 

普及、拡大には競争優位なランニングコストがKEY 
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水素インデックス  （水素燃料比率） 99.97％  

全非水素ガス比率 300μmol/mol   

最大不純物濃度 

水  （H2O) 5μmol/mol 

全炭化水素（  メタン換算） 2μmol/mol  

酸素  （O2） 5μmol/mol  

ヘリウム（He) 300μmol/mol 

窒素  (N2), アルゴン  （Ar) 100μmol/mol 

二酸化炭素  (CO2) 2μmol/mol 

一酸化炭素  (CO) 0.2μmol/mol 

全硫黄化合物  (H2S換算) 0.004μmol/mol 

ホルムアルデヒド  (HCHO) 0.01μmol/mol 

蟻酸  (HCOOH) 0.2μmol/mol 

アンモニア  (NH3) 0.1μmol/mol 

全ハロゲン化合物  （ハロゲンイオン換算） 0.05μmol/mol 

最大微粒子濃度 1mg/kg 

ＦＣＥＶ用水素燃料仕様  

（ISO14687-2 から引用） 
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 ゼロ・エミッション車の普及は、自動車産業の
持続的成長に必要である。 

 ゼロ・エミッション車のＥＶやＦＣＥＶの普及に合
わせて、クリーンな電気や水素を競争力ある価
格で安定供給することが重要である。 

 高温ガス炉技術とその利用技術の構築は、ク
リーンな電気や水素を安定供給できるために
有効と考えられる。課題解決のためのステーク
ホルダー間の連携と協力が重要である。 

まとめ 
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